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特集：�グローバライゼーションと持続可能なメディアのデザイン�
――意識とモビリティーズ2

� 小川（西秋）葉子
梅村麦生
「時間の社会学」と社会学的時間批判

高橋顕也
社会は加速できない

德宮俊貴
現在志向の若者たち？

橋元良明・大野志郎・堀川裕介・天野美穂子
生成AIの利用実態と期待，生成物認識，受け入れ条件

篠田詩織・橋元良明
ChatGPTの不適切利用の実態

大野志郎・橋元良明
感染防止・外出自粛行動とメディア利用との関連

論文
杉原周治
「Tagesschau-App」事件と2013年12月20日ケルン上級地方裁判所判決

尹　在彦
報道被害における新たな規範の形成と定着

活動報告
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